NEJM勉強会2000　第8回(2000.3.1実施)　Aプリント　　担当:今村　充　　　

Case30-1995：A 69-year-old Woman with Lupus Erythematosus and Painful Skin Leisions of the Feet

エリテマトーデスと両足の有痛性皮膚病変をもつ69歳の女性

[患者]69歳女性

[主訴]足の疼痛

[現病歴] 8年前に頭髪の脱毛と皮疹が生じたが、それ以前は健康だった。爪周囲の紅斑と軽度貧血が認められ、抗核抗体陽性(256倍、speckled)、抗DNA抗体陰性であった。SLEの診断となりプレドニゾロンが低容量投与された。4年前、めまいがあり頚動脈の狭窄(右50％、左90%)が認められ、アスピリン80mg/day投与を開始した。10ヶ月前、複数の局所潰瘍を伴う足の痛みが始まり、増悪した。潰瘍の治癒には時間がかかった。その後、両足の側面・足底部に小さな乾燥性壊死性病変が発達し、チアノーゼを呈した。入院35日前に他院で行われたLabo dataをTable１に示す。尿検査は正常で、抗dsDNA抗体・抗カルジオリピン抗体(IgG、IgM)は全て陰性だった。入院27日前、当病院を受診した。SLEと足の有痛性病変の精査加療目的にて入院となった。　

[既往歴]　長年の高血圧と高脂血症,　　高血圧に対しカプトプリル・ヒドロクロロチアジド投与、

高脂血症に対しロバスタチン投与を受けている

子宮摘出術(40年前、良性疾患)　 エストロゲンを長年使用し最近やめた。

胸膜炎・レイノー現象・痙攣・発熱・悪寒・発汗・口腔内潰瘍・眼口乾燥・間欠性跛行・心・腎疾患の既往なし

[職業歴]　主婦

[家族歴]　１子(流産3回)

[生活歴]　喫煙：年に30パック　飲酒：なし

[入院時現症]　BT36℃、PR66、RR20、BP 140/80mmHg    1年前から体重が増えている

<頭頚部>リンパ節腫脹(-)、頭皮脱毛、両側こめかみに紅斑性皮疹

<心肺>正常

<四肢>手の指先は短く、爪周囲の毛細血管拡張を伴う。上肢や手に潰瘍や壊死性の病変はない。

　　　膝下にかすかな網状皮斑が認められる。

　　　足底表面に多数の紫斑性の病変があり一部触知(盛り上がり)。両側の足指に焼痂。

　　　右第４指・５指のPIP関節痛(+)　　　　　蜂巣炎(-)・浮腫(-)　

<脈拍>頚動脈rt(++)、lt(+)、足背(++)、膝窩(+)、右後脛骨(-)

<神経学的所見>異常なし

 [入院時検査所見]

<UA>正常

<抗核抗体>抗Ro抗体・抗La抗体・抗Sm抗体・抗U1抗体陰性

<Other Laboratory Data>:Table１

[入院後経過]

入院13日後、足の病変の数が増加し、痛みは増悪した。

A diagnostic procedure was performed.
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